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滞
古
蹟
志
巻
時
一

へ
迷
惑
仕
。
先
年
は
幅
九
尺
飴
之
底
、
右
御
餌
指
町
井
御
地
子
町
之

聞
は
、
漸
士
一
・
三
尺
程
に
罷
成
云
々
。
と
の
申
立
に
付
、
水
道
幅
取

庚
め
方
地
子
肝
煎
へ
申
付
出
来
の
由
、
町
奉
行
の
書
簡
に
見
h
、
左

註
に
、
上
下
二
筋
共
幅
切
ひ
ろ
げ
候
由
、
国
井
之
留
艇
に
見
ゆ
。
と

あ
り
て
、
此
の
用
水
は
水
車
の
方
と
中
嶋
町
の
方
と
の
こ
筋
た
り
け

りO
遥
野
用
水
橋

金
滞
橋
梁
記
に
、
奥
助
橋
・
代
の
橋
・
か
た
や
橋
、
右
橋
立
河
野
町
。
と

あ
り
。
此
の
用
水
に
架
け
た
る
橋
怠
る
ぺ
し
。
今
橋
名
鮮
か
た
ら
宇
。

。
掘
潜
閑
奮
邸

元
総
六
年
の
士
幌
に
堀
孫
左
衛
門
浅
野
町
。
と
あ
り
て
、
堀
氏
教
代
表

に
居
住
せ
り
と
云
ふ
。

O
掘
遊
間
侮

遊
闘
は
三
郎
・
左
衛
門
勝
周
と
稀
し
、
貨
は
興
力
士
玉
川
七
兵
衛
の
長

男
怠
り
し
が
、
堀
孫
左
衛
門
の
培
養
子
と
成
り
、
享
保
五
年
家
替
を

稽
ぎ
1

孫
左
衛
門
と
改
稿
し
、
大
小
勝
組
と
成
り
、
究
保
二
年
合
所

内
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奉
行
.
貸
暦
二
年
大
小
将
横
目
と
成
り
、
同
九
年
先
手
方
頭
を
命
ぜ

ら
れ
、
明
和
八
年
大
組
頭
陀
昇
進
し
、
安
永
六
年
十
一
月
致
仕
し
遊

し夜
。せ

り
と'。
今
按
宇
る
に
、
百
裁
に

τ残
す
と
い
ふ
は
趨
聞
な
る
べ

。

餌

指

町

或
は
浅
野
餌
指
町
と
呼
ぺ
り
。
改
作
所
奮
飽
に
載
せ
た
る
、
元
職
十

一
年
三
月
潟
野
用
水
の
儀
に
付
用
水
下
七
夕
村
肝
煎
共
連
名
上
申
書

に
‘
御
餌
指
町
と
載
せ
た
り
。
此
の
時
代
怯
か
く
呼
ぴ
た
り
け
ん
。

此
の
地
は
奮
務
中
鷹
方
餌
指
共
の
組
地
に

τ、
元
は
堀
川
古
餌
指
町

の
地
に
居
住
せ
し
か
ど
、
後
此
の
地
へ
移
縛
を
命
ぜ
ら
れ
し
と
ま

ふ
。
但
し
移
輔
の
時
代
は
未
だ
鮮
か
友
ら
4
y
o

延
貨
の
金
海
固
に
、

既
に
此
の
濃
野
の
地
に
餌
指
町
と
記
載
し
て
、
共
の
組
地
を
載
せ
た

り
。
共
の
閏
は
下
に
載
せ
た
る
如
し
。
按
や
る
に
、
高
治
二
年
小
松

附
の
勝
士
金
棒
搬
宅
の
頃
な
ど
に
、
移
紺
仰
を
命
ぜ
ら
れ
し
に
や
。
再

校
江
戸
砂
子
に
、
江
戸
小
石
川
餌
指
町
は
、
御
鷹
を
つ
と
む
る
面
々

住
居
す
。
故
に
か
く
い
ふ
と
あ
り
。
町
名
の
来
盛
会
く
同
じ
。
何
方

に
て
も
同
事
危
り
と
聞
ゆ
。
餌
指
の
事
は
、
既
に
堀
川
古
餌
指
町
の

僚
に
出
せ
り
。

。
省
小
屋

一
元
総
三
年
の
金
津
火
災
記
に
、
餌
指
町
雀
小
屋
を
ぽ
焼
失
の
ク
僚
に

金
滞
古
績
志
巻
品
川
一

囚

閑
と
稽
す
。
寛
政
十
一
年
九
十
五
歳
に
及
ぺ
り
。
強
て
家
に
停
る
作

の
鞍
あ
り
。
百
識
に
満
ち
た
ら
ぽ
藩
侯
に
献
呈
せ
ん
事
を
内
心
に
思

ひ
居
し
か
ど
?
戎
第
に
老
衰
し
て
、
来
春
の
迎
陽
を
も
琵
束
な
し
と

て
、
十
一
年
の
暮
共
の
由
を
上
申
し

τ献
呈
せ
し
に
、
参
議
中
将
治

情
卿
大
慌
し
給
ひ
、
蒋
齢
を
賀
し
て
道
服
に
鳩
杖
を
添
へ
て
賜
は
り

た
り
。
共
の
歌
、

老
の
坂
越
え
磁
す
た
よ
百
と
せ
の

杖
を
た
よ
り
に
容
を
待
つ
ぺ
し

然
る
に
翌
春
正
月
十
九
日
に
、
九
十
六
援
に
て
擁
し
た
り
と
。
此
の

時
代
藩
士
中
に
て
の
長
持
た
り
と
い
へ
hv。
遊
闘
は
批
年
の
頃
よ
り

甚
だ
強
情
の
性
質
に
て
‘
高
事
質
素
を
専
ら
と
・
な
し
た
り
。
江
戸
詰

を
な
し
た
り
し
頃
の
狂
歌
と
て
、
人
口
に
脆
失
す
る
旬
。

朝
は
梅
ぽ
し
聾
め
し
は
香
の
物

夜
は
む
さ
い
で
暮
す
江
戸
詩

或
は
云
J

点
、
堀
遊
関
は
寛
政
十
一
年
に
九
十
九
歳
に
及
ぺ
り
。
故
に

同
年
の
幕
十
二
月
下
旬
頃
、
太
梁
公
よ
り
瀞
齢
を
賀
し
給
う
て
、
鳩

の
杖
に
短
冊
を
添
入
て
賜
は
り
け
り
。
そ
の
御
詠
歌
K
.
育
哉
の
杖

を
便
り
に
春
を
待
つ
ぺ
し
と
あ
り
し
が
、
郎
ち
百
哉
の
春
を
迎
へ
て

五




